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　 周知 の 如 く士蜂科 の 分類 は J．G ．　BETR 畷 氏の 最近の 研究 に よつ て 長足 の 進

歩をな した。 こ れ を基 と して 北 海道帝國大學の 内田登
一博士 が我 が 國の 土蜂科

の 再檢討を行 ひ，そ の 結果 を北大農學部紀要 （1933 ） に發表 ，且 それ を咋年三

省堂 よ り 旧本動物分類 第10卷第 9篇第 1號 と して逸早 く公 に された。參考支獻

と して 搨げ られ た もの は前者 （1933 ）に於 て 30篇， 後者 （1936 ） に 於 て 51篇 を

見 る。我 タ は こ の好著 を得 て
， 從來渾沌と し て 居た 日本の 土 蜂 の 分類 に對 し恰

もll喬闇 に 光 明 を見 出したか の 如 き感 を抱 きその 御努 力に最大の 敬意 を 表 す る も

の で あ る。 然 しこ の 好著を して爺 完璧 に 近 か らしめ且光輝あ る もの た らしめ る

に は將來幾多 の 人 々 に よつ て 遑加訂正 が 行はれなけれ ば な らない と信 じ 先 づ 氣

附い た畢占に 就 い て 少 し く駄筆を振ふ 次第で あ る。
t

　本文 を草 する に 當 わ先づ 内田登 一博士 に絶大の 敬意 を表 し， 本研究 中貴重 な

文獻 を御貸與下 さつ た 農林省農事試驗場木下周 太先 生 及 び 常に 厚 き御指導 を賜

る九州帝國大 學江崎悌三 うt生 に厚 く御禮 申上 る もの で あ る。

　　　　　　 1． Eibotia　saiShuan α MATSUMURA （nomen 　nudum ）

　　　　　　　　　　　 サ イ シ ウ ツ チ バ チ の 行 方

　 ユ906年 （明治39年）に市河 三 喜氏 （後出文獻 目録 を見 よ）は
【

濟 州 島の 昆蟲
Jt

なる論女を發表 しその 中に Seolite　sceislbieGna　“IATsvn　tVRA ．サ イ シ ウ ツ チ バ チ なる

もの を記録 された。　こ の 襟本は市河 氏が 松村松年薄士 に邁附同定 を乞はれ た も

の で あ る こ と は 明 らか で
， 不幸 に して 松村 博士 に よ り學界 に發表 されなか つ た
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けれ ど も，　そ の 標本ぱ牝海這帝國大蛋聾農皐蟻 1昆蟲學致室に1結跖弋され て濫 る筈で

あ る。内 lii縛士 1ま市 河氏 の 言己念す べ を こ の 有鉦な論文 を御 6漁 1で な い の か 同氏

の 好著 （19翫 、】93の 中に はf可等の 解決 をも興へ て居 られ な 丸＾

。 　こ の 種が果 し

て如何な る 學名 を有 す る 土 蜂 に 杷 常す る か を一糖｛は 調 べ る ぺ き で ． こ の 仕窮た

るや 北海道帝國大學昆蟲學教 室の 方 女 の 御勢力 を御願ひ す る外 は な い t：

　　　　　2． Srolia　4．pustutata　FABR 【CIUS ヨ ッボ シ ツ チ バ チの 分布

　内 E〔1
’
博士 （1936 ）は そ の 著 p．27．第 1 行 Flに 本陲 の 分布 に關 し

‘：

本邦 1’　Rz

於 て は南 支那 ．ビ ル マ ，イ ン ド等 に分布す る
”

と記 して 居 られ る ． 南支郷 と北 支

那 とは所謂生 物 の 區 系地 理 學上 か らは その 所嵐 を異に す る もの で あ F）。 幾分 と

もこ の 區系を無硯 しない 嬰者は ，大陸 の 支那 の 南 と北 と を軽 ん し く記 す事 は不

可能で なけれ ばな らぬ ．所で ISCJ・5年 F ．　Sler（．NI，、1−：．氏 （後 川） は木種 を 北 支那

か ら記録 し
” Zicmlioh　hafLi　flg　bei　1iieutsin

‘f
と 1鳴記 したが ，彼 の 大切 な40頁 に徐

る 大著 はrK］1（1’博士 に よ り見落され無靦 され る の 不幸 に 邂遇 した の は 致 し方 な い

と して
， 同 1専士 の 親 し く悲本丈獻と され た BT・：・rnE “［ 氏 （192S）の 論文 の p．3ユ6

に も北支那 の
“

Peldng
）

”

が手品げ られ て ある こ ど
’
を 見落 して は な らぬ

。 私 は將來

本種が翼 に 南滿洲 に於て も發見 され る可能 陸あ る こ と をこ の 際弧調 して お く。

　　　　　　　　　3． 屋 久 島 の 土 蜂 科

　193壬年 に 羽、 （後 出）は
帽：
Les　Hy 皿 6nり pt6res　de　1

，

　ile　Y 己、kushi】1｝a
”・な る 小文

を發表 した 。 屋久島ぼ生物地 理 學上 重要な位置に あ る 故 ， そ の 島 に 産する昆蟲

は如何 なる もの と雖 も一應 は 吟味 せ らる べ きで あ る n か か る論議に 立脚 ずる時

内田博士 （1936）、が そ の 重 要性 に 於 て より領摘の低 い文獻 を見 て 而 も私 の 上記

論文 を見逃 して 居 られ る の は遣憾で あ る。屋 久島か ら私が 記録 した の は 伽 ｝堕

so
’
mej

’is　testtscei2）e−
o （GAMERON ）ア カ ア シ ハ ラ 才 ガ ツ チ パ チ

，　C・liO）il）・soonci ’is　bit｝slhaii？i

B 皿 nEM タ イ ワ ン ハ ラ ナ ガ ツ チ パ チ 及 び Cce’nlpsonue ）
・i．s　ariin

’
61atca （FABRICIUS） ヒ

メ ハ ラ ナ ガ ツ チ バ チ で t こ の 中前 2 者 に關 す る限 b 内田博士 （1936）の 著 は不

十 分た る の 資 を免れない 。先づ C翩 L2，some ）
・is 舌o珈 c吻螂

幽
に就 き 同氏 に よれば

t：

琉球諸島に稀 な もの で な い が未 だ他 の と こ ろ よ 叫ま 發見 され て ゐなV ・
”

と記

され た 。そ の 琉球 諸島 と指 され る根據 は同氏 の發表 せ る範圍内では 1033年の 論

文で ， そ の 中に羯げ られた産地は
t：Okina “

’a ”

（沖繩本島の こ と 〉及 び
‘‘
Era −bu ”
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（江 良部島の こ と，然 し沖 江良部か 口 江 良部 か 判 らなV ・）で ある。私 は屋 久寓は

琉球諸島に 含 まれ なV ・ と息ふ の で ，屋久島はか か る場合特 に 産地 と して 掲 げた

い 。私の 見た屋久島の個體で は 中胸 楯板 （稜 坩こ部） に 黄 色絞が 全 く缺除 し て ゐ

る。徇内田
’
博士 は 各腹節後縁は黄色 と記 された が ，

‘t

（ltVi　Ge 】b　 ist　nich 七 reiagelb
，

SOnclern 　eLwas 　butdunlieh” （BETRE 塾［J
　1928 ）で あ つ て 單 に 黄 色で は な い

。
こ の蜂

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 イ リ オ モ テ

の 分布 に 就 い て 更 に 私は 1935年 （後出）t
’ 八重 山列島 の 石垣 島及 び 西 表 島

（松村 ・ 内田兩氏 ，
1920

，
の 所 謂

c‘Seihiot。”） を示 した が こ れ も内田博士は見落

して 居 られ る。次 に σc“npsoeizeo
’is　bitzghce？tv．i に つ き内田氏 （1936）は その 分布に

壼 灣及び 印度の み を掲げ られ た が こ れ は私の 上述の 屋久 島の 丈 獻を見落された

の に 由來する。同氏 は そ の 雌の み を調 べ られた らしい が測 定 に は
‘3
體長 ： 96

28mn ・．”

と記 された。勿論 かか る場合 も正 しくあ り得 る が ，　 BrrrREコi 氏 （1928 ）

は ♀δを親 し く測定 し
“

早 ： 28mm 　 6 ： 20mm ”
な る 賀測値 を出 して 居 る か

ら こ れ も當然參考すぺ をで ある。 倚屋久島 の もの に 就V ・て 私 の 測定 に よれ ば ，

雄 は 21．5mm ．位 の 體長 を有・ず る個體 で あつ た。

　 こ の 外更 に 今囘次 の 1 種
莞

を屋久島 の 昆蟲相 に 加 へ 得 る こ とは 野村健一氏の

御努力に よ る もの で ， 茲に採集の 勞 を執 られた 同氏 に 深謝する 。

　 49， Scolife　vitttfl
・
on ．s　SAUSSURIi　et　SICHEL　ア カ ス ヂ ツチ バ チ

　　　　　　　　　　 16
，
20，vii．1935

， 小 杉谷 ， 屋久 島，野村健 一氏採集

　 こ の 個體で は顏面 中央 の 橙黄色紋は 更 に兩側
’
1　 va仲展し sinus 　ocellaris ま で

遥する。頭頂兩側 の 複眼後緻線 に溜ふ た上方 の 一小 部 は橙責色。腹部 は全 く黒色。

　　　 εc・廨 露 功
・
・nsi　SAUSSURE　et 　SエCHEL 　f。nna 　h… anensis 　 BETREM

　　　　　　　　　2 δ　G
’

，
20，vii ．ユ935

， 小衫谷，屋久 島，野村 健一氏採集

　 こ の 型は從來臺灣の み よ り知 られ て ゐた もの で あ る thk， 今 囘屋久 島 に も産す

る こ
・
とが判明 した訳第で あ る

。 徇 hoo2αneOisis の sinus 　ocellaris は 黒色で あ る

が 、屋久島産の もの は そ の 上 部 の み黄色 。

　 ア カ ス ヂ ツ チ バ チに就 い て は V．伽 榔 肋 ”8切 （1932 ）（後出）
『
の 大著 の 中に

も記事が あ るが これ も内田氏 に よつ て 見捨て られ て 居 る。

「e こ れ は先 に 装表 し た私 の 小 丈一
屋久 島 の 膜 翅 類 （第 二 報〕（祠 岡博物 學雜 誌 7vpl

．2
，

n ・ ．1，
1936｝一に 加 ふ べ きもの で あ つ た が ， 嘗 時若干 曝 問鮪 し て ゐ た め

で鰡 し
・

’

　て ゐ た 吹第で ，番號 は私 が 記 録 した 屋 久 島め 蜂 に 附 した 便宜よの 通 レ番 號 で あ 孕ひ 　
’・

　 　 　 　 　 　 　 　 L

’
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　　　　　　　　　 4． 腹 郡 環 節 の 數 へ 方

　 蜂 の 第 ユ腹節が 後掬部 と融合 して 居 る と云ふ こ とは今 日我 丸 の 常識で ある．

即 ち多 くの 蜂 に於 て は見掛」二の 第 1腹 節 （眞の 第 2 腹箇）以 下が 所
’
謂1渡部 を形

成 して ゐ る わ け で ，從 つ て 眞 の 第 2腹節を第 1 腹邸 と便血上 呼ぶ 學者が 極め て

多LA； こ れ も亦常識 と なつ て ゐ る。所が 暁 念なの は内臼二【博士 の 好著 中に は上 記

の 常識 と、 腹部腹板第 2節 を第 1腹両1節 と呼ぶ 新 詑 載 法 とが織 り込 まれ て 居

る。然 らぱ如何な る部分か と君 ふ に p．6 第 12〜 13行 目に
e‘

雌 に 於 て は背11夏節共

に 6 飾 t 雄 に て は 7 節
tlp

．7 土 蜂科 の 標徼第 6 行 同 に
，，

雌は G 節 ， 雄 は 7 節 を

有 し．第 1 腹面節 の 後方 に は甚 しい 横の 縊 れが ある
t：

と蓮 べ られ る 點は上 の 常

識 に 反 しな い が ， その 署書 の 後 ｛ドに なる と常識 で指す第 1 腹面節は 無名 と な り，

第2腹面節が 同氏Q 第 1 腹面邸とな る の 結果 となつ て 居 る 。
こ れ は記載を よ く讀

み ，
BETRE コ［ 氏 （ユ92S）の 論丈 に も注意 し更に 綟本 をも親 しく見れ ば 自然に判

明 す る誤で あ る が 一般 の 人 々 に は看 過 され る で あ らう。　 要 す る に誤記 された も

の と しか 考 へ られ な v ・が ，ユ93G年 の 好 著中 に は 兩者枳容れなv ・根本的 の 誤謬 が

含 まれた こ と IC　k つ て居 る。 即ち 次 に 揚 ぐるもの は，そ の 第 ユ腹面節と記 して

あ る もの を第 2 腹面蔀 （以 下 こ れ に 準 す ）と 訂 正 せ ね ば ならぬ
。

　 p，35 ・匁oo伽 cteeo7
’
cetce　BUR ）tEISTEa 　fo］rma 　cle．？icliosth　BING｝r△ni ，6 （下 よ り3行 目）

　 p．：壬6CTre？iLpso ？ree？冒is　gros＄α （FABRICIUS，）， δ （上 よ り 3 彳
：
〒聞）

　li．　 19　C’
（e・inp ．somc7ti，g，JbinJr　hami 耳班 REM ，♀ （下 よ り 3 行 風 恐 らく）

　 P，
’
50aeL・m ，pso“net ，is　 fOfint

’
tilcIta （FABIIIcエロs），6　（一ヒよ b10−− 11朽

L
　FD

　p．58CCCf］lj，SM ）te・ris 　testfeceipes （CAMERON ）， 6 （上 よ り16行 目）

　p．59．（rcso｝tv・spr，zel・is，｝｝  酔蔵 s　UCI−IIDA ，6 （下 よ bユ0行 臥 恐 らく）

　 P．61C ’

te7npso7neris 　fo｝nnosep ・s−is　BETBE ：f，6 （下 よ b6 行 目）

　然 し私は雄の 記載で腹板 に言及 して あ る もの 全部 に 就 い て 無費 任 に か く訂正

す るわ けで な い 證據 に p．55 の 下 よ ゆ4行 目の aao）va）senne ・
｝
−is　pcelnttr，ensts （a’

urLN
’
En ）

foml 胆 ‘‘1吻 燃 滅‘UCHIDA に於 ける數 へ 労は 恐 らく正 しい で あ らうこ とを附記

して お く。

　　　　　　　　　 5 ．紅 頭 嶼 の 土 蜂 科

’
私は 1936 年称に鹿 野忠雄學 兄 k

．
．
　D依輯ざれ て 同氏 の 採集品 を調 べ 雑めたが ，

その 第1報は 幅 岡蟲 の 會 の 「む し」誌上 に 發表 した （後出 ）。それに よつ て我が 國
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 駈

馳
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芝）土 蜂相は 奥に 3 種 の 増加を來 した が こ れ に 朝鮮 に 於て 必す發見 され る で あ ら

う大型美麗種 6ρ

cψ吻 ，o‘儡 1πεMO 臥 馬、質 z トク ナ ガ ア ヵ ア シ ッ チパ チ （安松 ，
ユ936

，

後幽）を も螂入すれば更 に 1 種 の 増加 とな る g 鹿野氏 に よつ で 同島か ら得 られ

た 5種 は次 の 如 くで 全 部同島の 昆蟲相 に新 しい もの で あ る。

　 Scelirt　 let’enoi 　 YASU ，N［，Ll
’
SU コ ウ トウ ツ チ バ チ

　 Scolice／P−2，1‘鋤 如 ‘砧 F ‘田 Rlcr σS ヨ ツ ボ シ ツ チ バ チ

　 crCCtnpsotite・
」
・is　cen・nttlritts （F ，LBRICIVS ） ヒ メ ハ ラ ナ ガ ツ チ バ チ

　α   1，50 η副 囎 cetρ’e’icolS・i・s　 LEPELF．1rrELI コ ウ トウ ミ ケ ハ ラ ナ ガ ツ チ バ チ

　α捌 聯 0禍 8廟 lcce・ttO
’
i　 Y ，tSUII ，gTsu カ ノ ノ．、 ラ ナ ガ ツ チ パ チ

　以 上 の 中私が學界未知 の もの と して發表 した 2 種 を除 き Cfe？lvpso ’tneris 　（oureieoe −

lisに就 い て の み次 に和文 の 記載をな して お きた い 。

　 9　 黒 色。毛 も黜 色。頭部前 面 ， 後頬下面 及 び前 胸側板 の 毛 は 白色．後頭 上

面 ， 前胸及び 中胸背板前縁の 毛は黄赤褐色。頭 頂 の 微毛 は黄金色 ， 胸部 の 微毛

は 白色。原種 で は前脚 の 基節及 び腿節 の 毛 は 白色で あ る が， 紅駐嶼産の もの は

然 らす して黒色毛 に 白色毛 を混 じて 居 る の み で あ る。翅 は 暗色 1 紫青色 に 輝 く。

頭部 ， 中胸側板及び後胸側板 に妹點 刻な し。單眼は比較 lii勺〆1  　單眼後方 の 溝な

し。肩板 は前縁僅か に 小點刻を有す る。 中胸背板 及び 中胸 楯板 に非常 に粗 に 點

刻 され る
。 後陌板陣微細且粗 に點刻 され る が そ の 後縁 に は點刻 を有 しない

。 前

伸腹節 の 水雫 中區の 後縁中央部 は 少 し く凸出 して 居 る c

’
水雫 中區は その 中央幾

分點刻 を缺 い て 居 る が他 の 部 分は粗 に 點刻 され る。 水 干側區は殆ん ど點刻 を缺

くが ，その 中央部 に これ を横切 る點劑帶が あ る c 前仲腹節後面 は 點刻 を有 しな

い 。前伸腹節 の 兩側は比 較的 密に 小 點刻 を有す る。 腹部 は殆 ど點刻 を缺 く。第

1 背板の 爾側 部は密に 點刻 され るe 他 の 節 の 側 面 は比 較的密 に 且 不規 則 に 點 刻

され る
。 第 2 乃至第 5 腹板は その 後縁 に 近 く1 列の 點刻列 を有す る

。 第 3 乃至

第 4背板 の 基部 に は非常に 粗 に 小 點刻 を認 め得 る 。 第 2乃 至 第
．
4 腹板 は更 に そ

の 中央部 に近 くこ れ を横 切る 1 列の 相當大 なる點刻 よ りな る横帶 を有す る。 叉

第 2第 3兩腹痺の 基部咋近 く不規則 な點刻帶 を も有する。’．　　　　　　　
tttt’

　 6 （BETRErlエ 1928に よる）黒色。腹部 は光 彩が あ る。頭褥の 兩
．
側 ， 大腮 の 基

部，前胸背板の 中央部 ， 前胸背板兩側の 條 ，

’
脛腿 兩節上 の 條；前脚附節 の 前面 ，

肩板 ， 第 1乃 至第 5腹節背板の 後縁 ， 特 に第 2 及 び第 3背板の 横帶 （前方 は深
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く刳 られ て ゐ る）及び第 2 第 3 爾腹板 の 雨欄 に ある斜 走の 斑紋 は黄色。 毛 は白

色 ， 第 6 腹笛以下 の 毛は黒色 ， 微 菴は 白色．翅は透明で 少 し く煙 る e 更に そ の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 曇

先端 ldi　k 砂暗色を呈 す る。

　 體長　9　 1Smm ．　 δ　 1611 ユm ，

一 徇詳細 は 私の 原著 （193了） を御 覧願ふ 、

　　　　　 6． Sbolia　 oeulata （MATSUMUlta ）キオ ビツ チ 」｛チ の 問題

　 1928 年に B 】ETan ．v 　EE　lcよ つ て新種 と し て 發表 され た北支那産の 翫 0磁 pseuclo一

呶 静6so魏 r6 は 1933 年内 陛1博士 に よつ て Scolic60cv，tatcG（M △Tm 【UR の の シ ノ ；

ム と された。一・方ユ936年 1〈．｝IA｝1“IER 氏は （後出）
「’KUI（lia，　Tien−Shaii

”

及び

南蒙古 産 の 26 δ、
1 早を檢 して 南歐及び北 ア フ リ カ等 に 産する 刀 156曜 伽 匹π灘 s一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 丶
eitetrd　CYRILLo に 同定 し，　 BEI’RE ）［ 氏の 2，εβ鰡 o翻 萌‘sc批亡畆 の 記載は上記 undfas ・

cicetCS た よ く適合する旨を記 し同種 な らん と の 意見 を述 べ た。こ れ よ り先 北支

那 産の キ オ ビ ツ チ バ チ類似の 種 に 初め て 拠 晦 戯 α ‘α なる學名を 當 て た 學者は

SICK“tAN ）r （IS95）で あ る。
　 H λMM 猟 氏 が 今 一歩 踏 み 出 して 實物の 北支 那産

un “Yc，．sciatCC な りと思ふ もの と南歐産の それ とを比 較 して こ の 問題 を解決 して く

れれ ば よか つ た の で あ るが ，

1
彼 は そ こ ま で 手 を仲さなか っ た。 それ で 私 は パ リ

ーの Dr．　L．　BEaLAND 氏に御願ぴ して コ ル シ 釦島釐の 槻 駅螺 1伽 CyR肌 0 （s．

str ．） を貰ぴ 受け1 これ と 日本産 OCtelato （“IA’rsu ，1，ruRA ） とを 詳細 に 比較 した。

そ の 結果 に よれば H ，t：tMER 氏 の 意見 は全 く誤 りで こ の 兩者 は 別種 で あ る こ と

が 制 明 したの で ある。 そ こ で 問題 は次 の 如 く解決が つ い た 。

　 Scol・iCG　oculcatce （MATsuMUR ム）， 191工．

　　 ＝ 麁 o‘i砺 ten？7agci“tca　SICKM △ 耳N ，　nec 　CYRTLLO，　ZooL 　Jahi‘b．
，
　Bd ．　S，1）．225，

ユS95 ．

　　 ＝ 励 o 己‘佃 己，L加 30i 廊 lh 颪 MER 、　nec 　CYRI 上 Lo 、Arkiv 　f，　ZoolDgt
，
　Bd ． 27　 A

，
　 no ，

　　 23，1）．　1 ，　1936．

　以 下 ．Oc
・ulatt．’e （“1，LTSV “IURA 　） と tenifa．sciatm 　CI・RILLO との 區別點 を明示 する。

　　　　　　　　　 9
’

♀

　顏面前額 區 の 點刻 は Oe
’
tLlatruに 於 て は 極 め て密で あ る が

，
　 teniffr．sc

’int（e に あ つ

て は極 め て粗で あ る。前伸腹節水 『
二

中區 は ecukItcr に 於ける よ りも UilifflSCiCLtcu

に於 て よ り脹ん でゐ る。．腹蔀各背板 上 の 點刻は OCtel’tta に てぽ一機 に 密で あ る

が ，

．
魏 擁蜘 伽 で は 中央大部 分 ；C 於 て 極 め て 粗 且 不規則 に 分布 する。腹部腹板
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一Eleotronio 　Library 　



The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologioal 　Sooiety 　of 　Japan

安 松 京三 ：　 rl本帝國産 土 蜂科雜記 399

第 3〜第 5 の 墓部 は 槻 肺螂 競 砧 で は 點刻が ない が
，

oc訛 伽 で は 極 め て 密 に 徴

小點刻を認 め 得る。腹部 の 黒色毛は oculot（e に於 て は 中庸の 長さ で あるが ，　 uni −

ftesciretceに 於て は甚 しく長VO。

　　　　　　　　　 6　 6

　 觸角は OOtekst （i．に於て 非常 に 長 く， 略後翅 長と等 し く且各部は その 長 さ幅 よ

りも著 しく大 で ，末端節基部の 幅 は その 長さ の 蜷に等 し“。然 るに 蹴 吻 3σi磁

の 觸 角 は頗 る 短 く， その 長 さは後翅長 よ りも遙か に 小 で 各節 （基 部 6壱ijを除 く）．

は 長iさと幅 と略等大で ある。

　　　　　　　　　 7． 奄 美 大 島 の 土 蜂 科

　奄美大島 の 土蜂 の 記録は私 の 知 る範圍で は 1928年 に發表 され牟岡 島 銀 彡（氏

（後出）の 記事が gih−一一一の もの で あ る 。
こ れ も不幸 に して 内田博士 （1933，1936 ）の

引用 を受 けて ゐ ない が ， 次 の 2種が 記録 して ある．

　ユ．Etis　g7，0ssce 　F ．ハ ラ ナ ガ ツ チ バ チ 　大 島住用 〔村〕

　 2，Discot・iCG　jte．sc・iceta翫 1．ア カ ス ヂ ツ チ バ チ 　大島大和 〔村〕

　邸ち acempsomee’i・s　arosr）c
’
a （FABIacエus ）の 分布の 南限 は奄美大 島 と云 ふ こ と に

なつ て ゐ るわ けで あ る
。 私は 玉933 年 7 月江 崎悌三敷授 の 御俘 を して 奄 美大胤を

親 し く訪ね ，同 島の 毘蟲相の 調査 をな したが ， その 節同教授 と共 に 探集 し得た

土蜂 は次 の 2種 で あ る 。

　1・　（フalnp⊃seηneris 舌estCtcedpes　（OAMERoXit）　2　δ6 ，　1　S〜，　14．　vii ．1933，
　 　 　 　 　 　 グ ス ク

　　 佳周村 ，城 。

　 2．　Scolicr，（Ucc，・inoscoli‘b）vitt・if1・O ？IS　（SAUSSURE　et 　S［CHEL
，）　forma 　hoo宕csneolsis

　　BErREM 　16T 　 2 ？？，同上 e

’

　更 に 當時の 鹿兒 1島縣立糖業講習所
’
に居 られた 玉 野政文氏が 惠邊 され た 同 島産

蜂類の 中に （］ampsoooberis 　 cennulcett ：D　FABRICIUS が あ つ た。岡島氏 の 記された ア カ

X ヂ ツ チ バ チ は私等が採集 した上記 の （2）に相 當す る もの と 思 はれ る。 よつ て

奄美大 島産の 土蜂科 は現在 4 種類が知 られ て ゐ る こ と に なつ た 。

　　　　8． 自本蓮土蜂類の 研究に必要な文獻の 遑加 （主な る もの の み）

　1．RADoszKowsK1 ，0 ．（189e）
．
；
”Hym 色uoptbres

’．de’Kor6e ．　Herae 　Soc．　Ent．　Ross．，

　　XXIV
，　P・227〜232 （P・231）・

2，SlcK温 源 ，　F．（1895）： Beitr瓢ge　 zur 　 Keni 血 lis　 der　 Hymenopteren −Fauna 　des

　　　　　　　　　　　　　 9
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n6rd ］iclien　Ch董nuo・　ZooL　Jall　rb 叩 Vlll、　P．19」〜E　3〔｝q瓦 223〜23弓）．

　
3・市河 三 喜 ‘19・6）・ 灘 i島 の 昆拠 勵 の 友 ， VI，・・．33

， 1・．　IS3−．・is　li（P．　IS6）．

　 4・坂 口總
一

郎 　（1927）： i｝11邏懸昆蟲健目鏃 （P．5｝，

　 b・屋 代 弘孝 　（1927）： 1｝瞞 ；黥昆蟲 1ヨ録．Xo．夏 （P。27）．

　 G・岡島　銭爽　〔1928）： 行幸詑念奄美）kS．． に 於け る 博物調査報告雷 　鹿 兜島糠 （膜翅

　　　 目の部胴P．ユ8
，

23，24）．

　 7・GL”’tsss．［｛ovsKI ．r，　V ・（1932） ： Verzeichllis　der　vOII 　Herr11　1）r．　R ．　］1−、L 、壻 」弓im

　　　U ・… i ・ ・ d ・〈amt・dhutka　g・・… ・1・・t・ Actil・跏 H ，me 。 Gp 、，，。。 ．　 A ，lciv

　　　f6r　Zoologi，2妥A
，

110 ，10
，
66PP．（P．50〜51）．

　 8・菊池立 ・
t ・菊池f髄 （1933）・ 1潮 昆雌 認 昆蟲界，1、・。．1

， P．78− SS （P．　S1）．

9・卿 健
一
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　　 Yaeyam ・ G ・。up ・Ami ・t・Z・・1・　Jap，，　XX・　，．　no ．　1，　P．　33− 45，
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，
　S ・。litd，。

，

　M 。 t−
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，
3PP （・・．・一・；））．一
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　　 74　（1）．6S〜69）．

16・Y ’ssu ・viTsu
・
　K ・（1937）・ H ・m … 勲 ・・1］ec ・・d・in　TAD ，Le 　Kttts−・：・ E ・p・diti。・ ・

　　（1929・
・933

・ ・935・ … d ・936）・・ B ・・el　T ・b・g・ 1・1・na ．エ， コ・ushi
，
・X

、
。 。．． ？．　P， ・

　　 120〜128 　（p，122− 127），
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